
 

教務運営研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．研究目標   学習指導要領と私学の教育 

          ・教育改革の及ぼす影響と新たな評価方法の検討 

          ・教務運営上の諸問題 

 

２．会  期   ８月１日（火）・２日（水）・３日（木）の２泊３日（現地集合・現地解散） 

 

３．会  場   かずさアカデミアホール・オークラアカデミアパークホテル 

          〒292-0818千葉県木更津市かずさ鎌足２－３－９ 

          TEL：0438-52-0111(ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-37-7070) FAX：0438-20-5210  

          http://www.kap.co.jp/ 

          （別紙交通等のご案内をご覧ください） 

 

４．参加対象   教務関係教職員等 

 

５．募集定員   １００名（参加申込みが１００名を超えた時点で、締切ります） 

         参加は１校３名までとします。 

 

６．参 加 費   １名につき４４，０００ 

（２名１室利用。宿泊費〈２泊５食〉、資料印刷費） 

 

７．日  程   ８月１日（火）１３：００受付開始 １３：３０開会式 〔201 会議室〕 

                 ８月３日（木）１１：３０解散予定 
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「高大接続システム改革会議」最終報告と次期中学校学習指導要領が公表され、教育改革の方

向性が概ね明らかになってきました。各学校では対応を進めていらっしゃることと存じます。 

このような状況で関心事となる「大学入試改革の方向性」と「次期学習指導要領での教育活動

と新たな評価のあり方」が今回の研修テーマと考え、二名の方に講演をお願いしました。 

今年度大学入試センター審議役に就任なさった大杉住子様はこれまで文部科学省で教育課程

企画室長を務めていらっしゃいました。そして、大学入試センター副所長の大塚雄作先生は京都

大学で教育評価についての研究を重ねてきた方です。このお二人のご講演を通じて、これからの

大学入試問題の動向を探るとともに新たな評価方法についての知見を深めたいと思います。 

また分科会は、様々な学校間での情報交換によって、教育改革のヒントや各学校で抱えている

問題の解決策を見出す機会としていただいております。 

先生方にとりましても、先生方の学校にとりましても有意義な研修になることと存じます。ふ

るってご参加いただきますようご案内申し上げます。 

 



 

８．研修内容 

①講 演Ⅰ 

演 題  「次期学習指導要領と大学入試改革」 

    講 師   大杉 住子 独立行政法人大学入試センター審議役 

 

≪プロフィール≫ 

 文部科学省において、幼児教育、大学教育、キャリア教育など、教育分野を中心に担

当。本年３月まで、初等中等教育局教育課程課教育課程企画室長として学習指導要領

の改訂を担当し、４月から現職。 

    

②講 演Ⅱ 

演 題  「新テストの動向とこれからの学力評価の方向性」 

講 師   大塚 雄作  独立行政法人大学入試センター副所長 

試験・研究統括官 

                                   

≪プロフィール≫ 

東京大学大学院・教育学研究科・博士課程単位取得退学の後、大学入試センター研究

部助手、メディア教育開発センター研究開発部助教授、教授、大学評価・学位授与機

構評価研究部教授、京都大学高等教育研究開発推進センター教授、同センター長を経

て、２０１４年より大学入試センター試験・研究副統括官、２０１５年より現職。 

日本テスト学会理事、日本教育心理学会社員など。 

教育心理学、教育評価を専門分野とし、大学評価、FD、大学入試等をフィールドとす

る。 

  

③資 料 説 明 

    平成２９年度「教務運営に関するアンケート集計結果」について 

共立女子中学高等学校  戸谷 述夫 

④分 科 会 

・分科会分けは、昨年度同様参加回数、教職経験年数、学校種別、教科、性別等を加味

し、各分科会のバランスがよくなるように分けさせていただきますので、委員会に 

ご一任ください。 

・各分科会の定員は２０名程度で編成します。 

 

９.そ の 他 

   ・宿泊の部屋は禁煙の２名１室利用になります。参加者同士の交流の為、部屋割りは、

同じ学校の方同士が重ならないようにさせていただきます。喫煙する場合は喫煙コー

ナーをご利用ください。 

   ・会場は冷房が強い場合がありますので、上着等で調整してください。 

 

10．委 員（順不同） 

    委 員 長  守 隨 憲 道（豊     南） 

    副委員長  網 干   守（成 城 学 園）   

          戸 谷 述 夫（共 立 女 子）  伊 東 利 博（跡 見 学 園） 

          前 嶋 正 秀（か え つ 有 明）  尾 﨑 威 史（朋 優 学 院） 

          秀 島 尉 浩（佼 成 学 園）  太 齋   潔（専修大学附属） 

 

11．記 録 者 

          髙 梨 裕 樹（共 立 女 子）   中 島 輝 賢（跡 見 学 園） 

          立 川 秀 規（か え つ 有 明）   秋 葉   崇（朋 優 学 院） 

          佐々木 直 也（成 城 学 園）   青 柳 圭 子（成 城 学 園） 

          長谷川    剛（佼 成 学 園）    


